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電子基準点
位置を知るための人工衛星からの電波を常時観測する施設
 全国に約1,300か所設置
 外観は高さ５ｍのステンレス製ピラー
 上部にGNSS衛星からの電波を受信するアンテナ
 内部には受信機と通信用機器等が格納
 基礎部には、金属標が埋設

電子基準点

最東端「南鳥島」

最南端「沖ノ鳥島」
最西端「与那国B」

GNSSアンテナ

金属標

「東京千代田」

「富士山」

最北端「稚内３」
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電子基準点網 （ＧＥＯＮＥＴ） の概要

※地理院地図を加工して使用

 観測点周辺の電子基準点を基準局に
利用することで、基準局の観測が
不要となり、GNSSを利用した測量が
効率化。

基準局
（電子基準点）

３ 地殻変動の監視

■リアルタイム解析

 電子基準点の観測データを解析する
ことで、地震等に伴う地殻変動を
監視。

■変動図

（2016年熊本地震）

中央局（つくば）

電子基準点（つくば１）

１ 測量の基準点

観測点（静止）

ガリレオ（ＥＵ）

準天頂衛星（日本）

グロナス（ロシア）

GPS（米国）

GNSS衛星

GEONET（GNSS連続観測システム）
（GNSS Earth Observation NETwork System）

●電子基準点と中央局からなるシステム
●GNSS衛星データの観測
●GNSS衛星のデータ解析、収集、提供

事業者

補正情報

 補正情報と移動局のGNSS観測を組み
合わせ、移動局の位置をcm精度で
リアルタイムに算出。

移動局

２位置情報サービスの支援

電子基準点

観測データ 3



GEONETの定常解析

概要
Q5（迅速解）

［精度＜即時性］
R5（速報解）

［精度重視(速報)］
F5（最終解）
［精度重視］

解析頻度 毎３時間
毎日

※2日前が対象

毎日曜
※3～2週前の7日間が対象

セッション ６時間 ２４時間 ２４時間

使用ファイル ３０秒ＲＩＮＥＸ ３０秒ＲＩＮＥＸ ３０秒ＲＩＮＥＸ

使用衛星 ＧＰＳのみ ＧＰＳのみ ＧＰＳのみ

衛星軌道 ＩＧＵ（迅速）暦 ＩＧＲ（速報）暦 ＩＧＳ（最終）暦

水平精度 ～1ｃｍ ～数ｍｍ ～数ｍｍ

上下精度 ～数ｃｍ ～1ｃｍ ～1ｃｍ

解析終了時間 ７時間～ １日～ ２週間～

結果の公開 外部非公開 外部公開

即時性

精 度
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マルチGNSS観測への対応

電子基準点リアルタイム解析システム（REGARD）
 約1,300点の電子基準点で得られた1秒リアルタイムデータ（マルチGNSSデータ）をリアルタイム解析
 地震発生後速やかに5～10cm以上の地殻変動を把握

マルチGNSS観測
 1996年 GEONETとしての運用を開始
 2012年 GLONASS衛星の取得を開始
 2016年 みちびき・Galileoの取得を開始

GPSのみ マルチGNSS

RTK測位の
固定点

5 m

eg. 2011 東北地方
太平洋沖地震

2. すべり分布モデル1. 矩形断層モデル

リアルタイム測位（常時） 地殻変動量計算（地震発生時のみ） 断層モデル推定（地震発生時のみ）

eg. 2024年１月1日
能登半島地震の事例

電子基準点「珠洲」の時系列 リアルタイム解析結果による変動ベクトル

←地震発生後10分程度で把握
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GEONETによる火山活動の監視

国土地理院は，全国約1,300か所の電子基準点と中央局を基盤とした
GNSS連続観測網（GEONET）を運用し，日本全国の地殻変動を監視している．

約80の火山の地殻変動を確認し，火山調査委員会に資料を提出．

噴火警戒レベル２以上の活火山については，基線変化グラフを国土地理院HPに
掲載し，日々更新．

毎週，関係機関等に火山地域の地殻変動モニタリングの評価文を送付．

時系列グラフ（「えびの」ー「牧園」基線 霧島山） 6



GEONETによる火山活動の監視

時系列グラフ（「裾野２」ー「小田原」基線 箱根山）

箱根山
裾野２
960621

小田原
950230

3km
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箱根山

硫黄島
変動ベクトル図

左：水平方向，右：上下方向
（固定局：父島Ａ）

基準期間 ： 2025-03-07～2025-03-16［F5：最終解］
比較期間 ： 2025-04-07～2025-04-16［R5：速報解］



長期停電時の観測の維持

噴火に伴う停電により機能停止した電子基準点「口永良部島」近傍に設置し，
電子基準点停止期間中においても、地殻変動を監視. （現在は撤去）

黒点：「口永良部島（電子基準点）」ー「湯向（気象庁）」

緑点：「M口永良部島」ー「湯向（気象庁）」
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※出典：日本地球惑星科学連合2022年⼤会 ⽕⼭の監視と活動評価



GPS統合解析

火山活動に伴う地殻変動をより詳細に監視するため，他機関の観測データを
活用したGPS統合解析を実施している．

GEONET定常解析と同等の2周
波解析に加えて，電子基準点等
の観測データから電離層遅延量
をモデリングした1周波解析も
可能．

GPS統合解析に活用している
他機関データ
気象庁，防災科学技術研究所，
神奈川県温泉地学研究所 など

データ交換
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： 国土地理院
： 気象庁

期間 ： 2016-11-01 ～ 2021-12-03

地理院 → 地理院

気象庁 → 気象庁 気象庁 → 地理院

※令和３年度 第149回火山噴火予知連資料に加筆
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GPS統合解析の活用事例（阿蘇山周辺の基線変化）



※令和６年度 第４回火山調査委員会資料に加筆

薩摩硫黄島周辺の地殻変動（水平１年）
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GPS統合解析の活用事例（薩摩硫黄島周辺の地殻変動）

： 国土地理院
： 気象庁
： 九州電力

（注）電子基準点「鹿児島三島」は令和7年4月1日に点名が「薩摩硫黄島」に変更になりました。

出典：海上保安庁HP
（https://www1.kaiho.mlit.go.jp/kaiikiDB/kaiyo30-2.htm）

薩摩硫黄島周辺の海底地形図

https://www1.kaiho.mlit.go.jp/kaiikiDB/kaiyo30-2.htm
https://www1.kaiho.mlit.go.jp/kaiikiDB/kaiyo30-2.htm
https://www1.kaiho.mlit.go.jp/kaiikiDB/kaiyo30-2.htm


地殻変動モデル解析

統合解析によるGNSSデータ、場合によっては干渉SARデータを統合して、
地殻変動を最も的確に説明する力源モデルを推定する．

岩手山阿蘇山

※令和３年度 第149回火山噴火予知連資料より抜粋 ※令和６年度 第４回火山調査委員会資料より抜粋
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